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はじめに 

～ 第１章 ～ 

水への絵はがき(令和６年度募集)最優秀賞 片山 愛希 さんの作品 
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第１章 はじめに 
  

 

松山市の主な水源は、「石手川ダム」と、「重信川の地下水」の２つで、ダム・地下水のど

ちらか一方に事故があれば、市民生活や産業経済活動だけではなく、医療用水や消火用水の

確保の面など、生命や財産を守る都市の機能が著しく低下するおそれがある。 

そこで、平成６(1994)年の大渇水以降、各種取組を推進し、「松山市節水型都市づくり条

例」（平成 15年条例第 27号）の趣旨に基づき、平成 15(2003)年度に松山市の水資源対策の

方向性を示す「長期的水需給計画」（北条市、中島町との合併に伴い、平成 17(2005)年度に

需給予測を見直し）、また平成 28(2016)年度に「長期的水需給計画(改訂版）」（以下「前計

画」という。）を策定し、さらなる節水の推進や水資源の有効利用と保全に努めてきたとこ

ろである。 

前計画の策定以降、日本国内では温暖化に伴う気象変動による集中豪雨が増加する一方

で、一部地域では渇水によるダムの貯水率が低下するなど、水資源を取り巻く環境は刻々と

変化をしている。また、本格的な人口減少社会にあって、国では従来の需要主導型からリス

ク管理型の水資源政策への転換が図られており、この動きを受けて、水資源開発基本計画

(フルプラン)の見直しが進められている。 

そのような中、前計画が目標年次（令和７(2025)年度）を迎え、これまでの節水型都市づ

くりの推進に加え、上述のとおり変化する水資源環境に対応しつつ、より快適で安心できる

まちづくりを実現するために、「第３次 長期的水需給計画」（以下「本計画」という。）を策

定するものである(図１-1）。 

なお、本計画の目標年次は、令和 17(2035)年度とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １-1 松山市の水資源対策の沿革


